













Importance and Problems of Assistance for Visitation




 This paper examines the issue of assistance for visitation after separation/divorce. Some groups in Japan 
are initiating actions to assist visitation. In Germany, the visitation with the assistance of a third party was 
provided by Article 1684 of the German Civil Code in 1997. Since then, the German government has 
made “German standards for visitation assistance,” the aim of which is to provide the standards for judges 
and assistants.
 In this paper, I will investigate the actual situation of such assistance in Japan and Germany. This paper 
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　 2 ．FLC 面会交流部門：Vi-Project
　　（ 1 ）　事業の歩み

















































報センター（FPIC）大阪ファミリー相談室（2011年 6 月21日）と FLC 安心とつながりのコミュニテ








 2）	乳児院職員の同席を条件とした大阪高裁平成 7 年 7 月31日決定（家月45巻 7 号63頁）、FPIC の立会いを条件とした東京家裁平成
18年 7 月31日審判（家月59巻 3 号73頁）、夫および夫の指定する第三者の立会いを条件とした東京高裁平成19年11月 7 日決定（家
月60巻11号83頁）等がある。
 3）	 FPIC 大阪ファミリー相談室の小田八重子氏、水口冨美永氏、ならびに、Vi-Project の桑田道子氏には業務でご多忙の中お時間を




頁、同「面会交流の援助に携わって」家月62巻 4 号（2011）45-82頁、同「子ども・親支援のあり方─FPIC の活動を通して」法
律時報83巻12号（2011）30-35頁、棚村政行他「法務省・親子の面会交流を実現するための制度等に関する調査研究報告書」（2011）
を参照。







































に別居親との面会を経験した14人（内、親の DV を目撃した人が 7 人、別居親から虐待を体験していた人が 5 人）と、同居する







































国際公共政策研究  第17巻第 1 号106
当たっていた。さらなるニーズの高まりを受け、2006年 4 月に「面会交流部」を正式に発足させた。
　現在、面会交流部には、幹事 1 名、副幹事 3 名の他、会員10数名が所属する。ただ、最近は面会
交流援助の申込みが年々増えているため、その部員のみでは足りず、他の部に属する会員にも協力
を呼びかけているのが実情である。結果、全会員のうち、40数名が何らかの形で面会交流援助に携
わっている。 1 名が平均 3 ケースほどを担当、多い場合は、 1 名が 5 ～ 6 ケースを担当していて、
スタッフにとってはかなりハードな業務であることが窺える。しかしながら、現在の会員数と申込











図られている（2012年 7 月 1 日現在12名）。


















































が検討されてきた。その結果、2010年 5 月 1 日より、面会交流申込金および面会交流援助料金に関








る。2011年 1 月～ 6 月までの半年間で12件を新たに受理したが、受理待ちの段階のものも26件あっ
た
12）




























































































































同居親としてはいくぶん安心できるのではないだろうか。料金は 1 時間5,000円と定められている。?????????????? ???????????
図 1 　大阪ファミリー相談室の援助類型
国際公共政策研究  第17巻第 1 号112
（ 6 ）　課題
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　Vi-Project の他には、NPO 法人 FLC は現在、DV 子どもプロジェクト（2003年 2 月設立）、アドボ





（ 2 ）　Vi-Project の援助体制

















　Vi-Project の援助形態であるトランスファー・サポート（面会交流に際しての子の送迎、（ 5 ）で


































17）	 2012年 4 月からは、フォロー・カウンセリングを新たに開始した。概ね 2 回のサポート後に、よりよい面会の継続に向けて父母
それぞれと話し合うものである。その後も必要・希望に応じ、随時カウンセリングを行う。これは、モニター事業開始以降の 5
年の援助の積み重ねを踏まえた改善点である。
国際公共政策研究  第17巻第 1 号116
ものであるとの認識がある。そして、父母の合意を確認した後、Vi-Project 利用にあたってのルール
に目を通してもらい、その遵守の約束のうえで、「同意書」署名をもって契約が成立することとな


















































助する。また、JR 大阪環状線天満駅より 1 時間の範囲で受渡しを行うことが原則であり、遠距離の
場合は遠距離料金が加算される。日時および場所の決定後、トランスファー・サポート費の支払い
























ている。行きと帰り、あるいは 1 回目と 2 回目で、必ずしも同じ援助者が同行できるとは限らない
ため、そのような緻密な記録を残し（コピーを事務所に保管している）、次の担当者が熟読してスム
ーズに援助を続行できるよう配慮がなされている。








護士事務所での立会いを行ったケースの 1 つは、 1 回のみ弁護士事務所で立会い、 2 回目からは結







　Vi-Project は発足から 8 年を経た。本格的援助開始より数えれば、今年で 5 年目を迎えようとして
いる。最後に、Vi-Project の面会交流援助における今後の課題にふれる。
課題 1 ─DVケースの受理判断













































































2004年 5 月：Vi-Project 設立


























子の年齢分布（実績） 0 歳～16歳（多くは保育園の年中・年長） 1 歳～小学校高学年（多くは、保育園の年中・年長）




















同居親、面会交流権者、折半ほぼ 3 分の 1 ず
つ
	 （以下、次号）
